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文献は、中国語、欧米語だけ なく、タイ語、インドネシア語など現地語で書かれたものも多い。それに加えて、戦前にまでさかのぼる研究を反映して、日本語で書かれたものも多数存在する。その全体像を掴む上できわめて重要な文献目録として、福崎久一編『華人 ・ 華僑関係文献目録』（アジア経済研究所 　一九九六年）
がある。同文献目録においては、戦前と戦後の邦文 、ローマ字を使った諸言語で書かれた文献、華文で書かれた文献をそれぞれ地域・国ごとにまとめて り、総計一万四○○点余りが収録されている。日本のみならず海外でも有名なこの 献目録に目を通す 、一九世紀から一九九○年代半ばま に書 れた文献の地域別特徴が把握できる。
　出版から十数年が経過し、さらに








文堂 　二○○二年）がある。執筆陣の専門分野は社会科学各分野 歴史学、文化人類学、東南アジア地域研究、中国研究など様々な分野からなり、華僑・華人の実態を隅々まで明らかにしている。一○○ページを超す索引は 「和文事項」 、 「和文人名」 、
「欧文事項」 、 「欧文人名」 、 「漢字画数順難読語」に分かれており、検索に便利である。英文では、
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れており、その歴史も長く裾野も広い。研究の土台 なる資料も膨大であり、継続的な文献整備が欠かせない研究分野の一つといえる。今年度は展示資料をより充実化した上で、研究所図書館での「東南アジアの華僑・華人」資料展 計画している。日時が決まり次第、ホームページ上などでお知らせする予定である。 　
（たかはし 　むねお／アジア経済研究所図書館）
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